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！ 警告

○空気操作式アクチュエータを最高操作圧力の0.69MPa以上で使用しないでく

ださい。駆動部が破損し重大事故を起こす恐れがあります。

！ 注意

○アクチュエータ作動時，各回転箇所にはさわらないでください。また，自動

弁の場合誤って人がさわらないよう，必要に応じて安全カバーを取り付けた

り，安全の表示板を設けるなどの対策を行ってください。

○アクチュエータを取り扱う場合に，思わぬ事故を防ぐために，保護めがね・

保護手袋・安全靴など保護具を必ず着用してください。

！ 注意

○配線工事は，電気設備技術基準に従い電気工事士有資格者が行ってください

○電気機器は，必ず接地（アース）を行い感電防止処置を行ってください。

○配線工事は雨天や高湿度の状態を避けて行ってください。コネクタ内や端子

箱への水分の進入は漏電・サビ発生の原因となります。

○付属部品の固定用ネジやシールパッキンなどは紛失しないように注意してく

ださい。固定用ネジの締め付けは，シールパッキン（ガスケット）の装着を

確認し，片締めにならないよう均等なトルクで締め付けてください。

○ケーブルネジや電線管のシール部の締め付けは確実に行い，水分の侵入がな

いようにしてください。
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１ ． 構 造 と 作 動 原 理 AR01～ AR06［ 図 １ ］ ， AR07･AR08［ 図 ２ ］

操 作 空 気 圧 力 は シ リ ン ダ ー パ イ プ (品 番 7)内 の ピ ス ト ン (品 番 3)を 加 圧 し ， ピ ス ト ン の 移 動 に よ り

発 生 し た 直 線 運 動 を ラ ッ ク (品 番 6)， 平 歯 車 (品 番 5)を 介 し て ， シ ャ フ ト (品 番 4)の 回 転 運 動 に 変 換

し ま す 。

エ ア ー 口 ① よ り 操 作 空 気 圧 が シ リ ン ダ ー 内 の ［ 図 １ -A］ ［ 図 ２ -A］ 斜 線 部 に 入 る と ， ピ ス ト ン は 左

側 へ 移 動 し ， ド ラ イ ブ シ ャ フ ト は 反 時 計 回 り し ， 反 対 側 シ リ ン ダ ー 内 の 空 気 は ， エ ア ー 口 ② か ら 排

気 さ れ ま す 。 ま た ， エ ア ー 口 ② よ り 加 圧 す る と 操 作 空 気 圧 が シ リ ン ダ ー 内 の ［ 図 １ -B］ ［ 図 ２ -Ｂ ］ 斜

線 部 に 入 り ， ピ ス ト ン は 右 側 へ 移 動 し ， ド ラ イ ブ シ ャ フ ト は 時 計 回 り し ま す 。

［ 図 １ ］ Ａ Ｒ ０ １ ～ Ａ Ｒ ０ ６

［図１－Ａ］エアー口①より加圧［図１－Ａ］エアー口①より加圧［図１－Ａ］エアー口①より加圧［図１－Ａ］エアー口①より加圧［図１－Ａ］エアー口①より加圧
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［図１－Ｂ］エアー口②より加圧［図１－Ｂ］エアー口②より加圧［図１－Ｂ］エアー口②より加圧［図１－Ｂ］エアー口②より加圧［図１－Ｂ］エアー口②より加圧
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［ 図 ２ ］ Ａ Ｒ ０ ７ ・ Ａ Ｒ ０ ８
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２ ． 操 作 空 気 配 管 要 領

2.1 必 要 空 気 容 量

ア ク チ ュ エ ー タ に 空 気 配 管 を 行 う 前 に 必 要 空 気 容 量 を 計 算 し て 下 さ い 。 供 給 空 気 容 量 が

少 な い 場 合 ， バ ル ブ が 作 動 し な く な る こ と が あ り ま す 。 エ ア ー タ ン ク を 使 用 さ れ る 場 合 は ，

タ ン ク の 圧 力 を 0.49～ 0 .69MPaに 設 定 し て 下 さ い 。

2.2 シ リ ン ダ ー の 空 気 消 費 量

シ リ ン ダ ー の 空 気 消 費 量 は ア ク チ ュ エ ー タ が １ 時 間 に ｎ 回 前 後 作 動 す る と き ， ア ク チ ュ エ

ー タ の １ 分 間 当 り の 空 気 放 出 量 で す 。

Ｑ ＝ Ｖ × （ Ｐ ＋ ０ .１ ） ／ ０ .１ × ｎ × １ ／ ６ ０

Ｑ ： １ 分 間 当 り の 空 気 消 費 量 （ Nl i t/m in）

Ｖ ： シ リ ン ダ ー 容 量 ( l i t ) [１ 往 復 ]（ [別 表 １ ]を 御 参 照 下 さ い 。 ）

Ｐ ： 供 給 圧 力 （ MPa）

ｎ ： １ 時 間 当 り の ピ ス ト ン の 作 動 数 （ １ 回 ＝ １ 往 復 ）

コ ン プ レ ッ サ ー や エ ア ー レ シ ー バ ー な ど の 容 量 を 計 算 す る と き に は ， 配 管 や 付 属 品 の 漏

れ や ロ ス を 考 慮 し て 通 常 の 空 気 容 量 に ３ ０ ％ 以 上 の 余 裕 を み て 計 算 し て 下 さ い 。

2.3 計 装 配 管 時 の 注 意 事 項

(1) ［ 図 ３ ］ の フ ロ ー シ ー ト を 参 考 の 上 計 装 配 管 を 施 行 願 い ま す 。

(2) 供 給 空 気 は フ ィ ル タ ー を 通 し ， 水 分 ， 油 分 ， そ の 他 異 物 を 濾 過 し て 下 さ い 。

(3) 各 機 器 の 取 り 付 け は ， フ ラ ッ シ ン グ を 行 い ， 機 器 内 に ゴ ミ ・ ホ コ リ ・ 切 り 粉 等 が 混 入 し な

い 様 配 慮 し て 下 さ い 。 （ 尚 ， フ ラ ッ シ ン グ は 各 機 器 の 最 高 使 用 圧 力 以 下 で 実 施 し て 下 さ

い 。 ）

(4 ) ア ク チ ュ エ ー タ は ど の 様 な 方 向 で も 取 り 付 け 可 能 で す が ， フ ィ ル タ ー ， オ イ ラ ー は 垂 直

に な る 様 に 取 り 付 け て 下 さ い 。

(5) 操 作 空 気 切 り 替 え 用 電 磁 弁 は ４ ポ ー ト 電 磁 弁 を 御 使 用 下 さ い 。

(6) 接 続 後 減 圧 弁 で ０ MPaよ り 所 定 操 作 圧 （ 標 準 ０ .３ ９ MPa） ま で 増 加 し ， 各 接 続 部 分 か ら

空 気 漏 れ の 無 い こ と を 確 認 し て 下 さ い 。

(7) 設 置 環 境 は － １ ５ ℃ ～ ＋ ８ ０ ℃ の 間 で 使 用 し て 下 さ い 。

［ 図 ３ ］ フ ロ ー シ ー ト
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３ ． 作 動 開 始 時 の 注 意 事 項

(1) 手 動 操 作 で （ 手 動 操 作 が 出 来 な い 場 合 は 所 定 の 操 作 圧 力 の ５ ０ ～ ８ ０ ％ に 操 作

圧 力 を 徐 々 に 上 げ て ） ボ ー ル バ ル ブ が ス ム ー ズ に 作 動 す る こ と を 確 認 し て 下 さ い 。

(2 ) 供 給 空 気 圧 が 所 定 の 圧 力 （ 標 準 0.39MPa） で あ る こ と を 確 認 し て 下 さ い 。

４ ． 操 作 中 の 注 意 ， お よ び 保 守

(1) エ ア ー フ ィ ル タ ー の ド レ ン は 定 期 的 に 抜 い て 下 さ い 。

(2) 潤 滑 油 （ 日 本 グ リ ス ㈱ 製 キ ン グ ス タ ー EP-2） を 使 用 し て い ま す の で 通 常 の 御 使 用 に

は オ イ ラ ー は 必 要 有 り ま せ ん 。

(3) 所 定 の 操 作 圧 力 （ 標 準 0.39MPa） で あ る こ と を 確 認 し て 下 さ い 。

(4 ) 点 検 は 定 期 的 に 実 施 し て 下 さ い 。

５ ． 分 解 ， 組 立 手 順

点 検 時 や 修 理 時 に ア ク チ ュ エ ー タ を 分 解 す る 場 合 は 以 下 の 手 順 に 基 づ い て 行 っ て 下 さ い 。

5.1 . 1 分 解

(1) 分 解 は ホ コ リ の な い 場 所 で 行 っ て 下 さ い 。

(2) 分 解 箇 所 に 相 マ ー ク を 付 け て 下 さ い 。

(3) ピ ス ト ン (品 番 3)や シ ャ フ ト (品 番 4)を 分 解 す る と き は 摺 動 部 分 ， Ｏ リ ン グ 等 を 傷 つ け な

い よ う 注 意 し て ［ 図 １ ］ ［ 図 ２ ］ を 参 照 の 上 ， 分 解 し て 下 さ い 。

注 意 ! 両 側 の シ リ ン ダ ー パ イ プ (品 番 7)を 同 時 に 取 り 外 す と ， 平 歯 車 (品 番 5)と ラ ッ ク (品

番 6)の 噛 み 合 い が 外 れ て し ま い ， 復 元 が 困 難 に な り ま す 。 シ リ ン ダ ー パ イ プ (品

番 7)の 取 り 外 し お よ び Ｏ リ ン グ Ａ (品 番 8)， Ｏ リ ン グ Ｄ (品 番 11)の 交 換 は 先 に 片 側

を 分 解 ・ 組 立 完 了 後 に も う １ 方 を 実 施 し て く だ さ い 。

5.1 . 2 組 立

(1) 組 立 前 に 全 部 品 を 清 浄 に し て 下 さ い 。

(2) 組 立 は 清 浄 な 場 所 で 行 い 異 物 が 混 入 し な い よ う に し て 下 さ い 。

(3 ) シ リ ン ダ ー パ イ プ (品 番 7)内 部 ， ピ ス ト ン (品 番 3)， シ ャ フ ト (品 番 4)， 平 歯 車 (品 番 5)， ラ

ッ ク (品 番 6)， Ｏ リ ン グ 部 に は ， 潤 滑 油 （ 日 本 グ リ ス ㈱ 製 キ ン グ ス タ ー EP-2） を 塗 布 し て

下 さ い 。

(4 ) 摺 動 部 品 ， Ｏ リ ン グ 等 を 傷 つ け な い 様 注 意 し て ， 相 マ ー ク に 基 づ き ［ 図 １ ］ ［ 図 ２ ］ を 参

照 の 上 分 解 と 逆 の 手 順 で 組 立 て 下 さ い 。 尚 ， AR01～ AR06に つ い て は ， ボ デ ィ (品 番

1)と シ リ ン ダ ー パ イ プ (品 番 7)間 に は 液 体 パ ッ キ ン （ ス リ ー ボ ン ド 1104 ま た は 同 等

品 ） を 塗 布 し て 下 さ い 。

(5 ) 0 .05MPaの 圧 力 で ， 全 ス ト ロ ー ク ス ム ー ズ に 作 動 す る こ と を 確 認 し て 下 さ い 。
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６ ． 故 障 と 対 策

異 常 現 象 調 査 項 目 ま た は 原 因 対 策

① ア ク チ ュ エ ー タ に ① コ ン プ レ ッ サ ー ， 空 気 配 管 修 理 。
所 定 の 供 給 圧 力 が 減 圧 弁 ， 電 磁 弁 等 の 機 器 は
無 い 。 正 常 か 。

① バ イ パ ス バ ル ブ が 開 に バ イ パ ス バ ル ブ を 閉 に す る
な っ て い な い か 。

② ボ ー ル シ ー ト に 異 物 が バ ル ブ 分 解 ， ボ ー ル シ ー ト
か み 込 ん で い な い か 。 の 交 換 。

② ア ク チ ュ エ ー タ に ③ バ ル ブ よ り ア ク チ ュ エ ー タ ア ク チ ュ エ ー タ の 分 解 ，
所 定 の 供 給 圧 力 が を 取 り 外 し ， ア ク チ ュ エ ー 部 品 の 交 換
き て い る の に 作 動 タ が 所 定 の 圧 力 で 作 動 し な
し な い 。 い 時 。

④ バ ル ブ よ り ア ク チ ュ エ ー タ バ ル ブ と ア ク チ ュ エ ー タ の
を 取 り 外 し ， バ ル ブ が 所 定 取 付 ヨ ー ク の 再 調 整 。
の 作 動 ト ル ク 値 以 下 で 作 動
す る 時 。
（ バ ル ブ の 作 動 ト ル ク は ，
機 種 ， サ イ ズ ， 流 体 に よ り
異 な る の で お 問 い 合 わ せ
下 さ い 。 ）

⑤ バ ル ブ よ り ア ク チ ュ エ ー タ バ ル ブ 分 解 ， 修 理 。
を 取 り 外 し ， バ ル ブ が 所 定 ア ク チ ュ エ ー タ の 供 給 圧 力
の 作 動 ト ル ク 値 以 下 で 作 動 の 増 加 ま た は ア ク チ ュ エ
し な い 時 。 ー タ サ イ ズ の 再 選 定 。

［別表１］シリンダー容量一覧表（１往復）
単位[cm ]３

AR01 AR02 AR03 AR04 AR05 AR06 AR07 AR08

740 1860 3200 7600 12000 24600 49000 94600

［別表２］Ｏリング寸法一覧表

品番 数量 使用箇所 AR01 AR02 AR03 AR04 AR05 AR06

8 2 ピストン P60 P90 P110 P150 P165 P215

9 1 シャフト上 P22 P35 P40 P45 P50 P65

10 1 シャフト下 P22 P35 P40 P45 P50 P65

11 2 シリンダーパイプ S75 S105 S130 S165 S190 S240

品番 数量 使用箇所 AR07 AR08 ［別表３］重量一覧表 [kg]

8 4 ピストン P215 P270 AR01 AR02 AR03 AR04

9 1 シャフト上 P70 P85 7 19 29 57

10 1 シャフト下 P85 P100
AR05 AR06 AR07 AR08

11 8 シリンダーパイプ S240 Gs290
95 165 300 510


